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はじめに 

e-PAP クラウドを利用するにあたり、ウイルス対策ソフトに誤検知されることがあります。その場合には、除外リス

トに追加する等の対処の必要があります。 

以下はウイルス対策ソフトによって起きる現象の説明と設定手順となります。 

  



カスペルスキー（KASPERSKY）設定手順書 

2 

現象 

現象 1 

e-PAP クラウド起動時にカスペルスキーから「アプリケーションが悪意のあるソフトウェアに特有の疑わしい動作

をしています」とポップアップ通知される場合があります。 

 

現象 2 

ログインできなくなってしまう場合があります。 
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対策設定手順 

初めに、e-PAP に関わるファイルが隔離されていないかを確認してください。隔離されていなかった場合は例

外設定に追加してください。この 2 点で解決できない場合は基本システムのセットアップをしてください。 

隔離されたファイルの確認 

カスペルスキーインターネットセキュリティを起動します。 

 

「便利ツール」を選択します。 

 

「隔離」を選択します。 
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“EssamSoftware”ファイルが隔離されていた場合、赤枠内の一覧に表示されますのでファイルを選択し「復元」

を選択します。 

 

例外設定 

カスペルスキーインターネットセキュリティを起動します。 

 

（設定）を選択します。 
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「詳細」を選択し、「検知する脅威と除外リスト」を選択します。 

 

「信頼リストの設定」を選択します。 
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「追加」を選択します。 

 

「参照」を選択します。 
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隔離されたファイルを選択し、「OK」を選択します。（例：“EssamSoftware”が付くファイルの絶対パスを選択しま

す。） 

 

「保護機能」すべてにチェックを入れ、「ステータス」を有効にしてから、「追加」を選択します。（オブジェクトの

入力は任意です。） 
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除外リストに追加されます。 

 

基本システムのセットアップ  

隔離されたファイルの復元と例外設定をしても e-PAP クラウドが正常に動作しない場合、一度アンインストー

ルしてから基本システムをセットアップしてください。 

基本システムのアンインストール、セットアップ方法は e-PAP クラウドサイト内サポートメニューを参照ください。

（http://www.essamcloud.net/epap/spmenu.php） 

 

 

http://www.essamcloud.net/epap/spmenu.php
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